
いないため合算して集計する。この③・④の事実的条件を活用した児童は 59 人中 38 人（64.4%）と

多いことが分かる。次に，⑤「ご飯はデンプンでできている」，⑥「デンプンは甘くない・味がしな

い」，⑤＋⑥「ご飯はデンプンでできており，デンプンは味がしない」の事実的条件は⑤と⑥をそれ

ぞれ単独で活用した児童と両方を活用した児童で重なりがないため合算して集計すると，これらの

事実的条件を活用した児童が 59 人中 40 人（67.8%）と多いことが分かる。これらの事実的条件は

先に示した推断で活用された事実的条件と同じであり，これらの事実的条件が主に推断，ひいては

洗練化を促進したとみられる。これらの事実的条件が推断を促進した要因としては，事実的条件把

握の支援による「言語化」（以下，言語化）と「前提条件の確定」が考えられる。「言語化」は，実

際に言語化することで要因として捉えていなかった要素（だ液など）に気付き仮説に取り入れるこ

とを支援する。「前提条件の確定」は，例えば⑤＋⑥「ご飯はデンプンでできており，デンプンは味

がしない」によって「ご飯に味がないはずなのに甘くなった」という前提条件が確立し，「ご飯が何

かによって甘くなった」という仮説設定を促進させると考えられる。 

また，本実践においては「歯」や「舌で味を感じる」などの表現や要素を過剰に取り入れた仮説

も見られた（例えば，「ご飯をかむと歯で細かくなる。舌は味わっている。だ液とまざってふやかし

ている。細かくなってだ液とまざっている。」，「口の中のすべてを使っている。」）。以上のことから，

本指導法では「主体的な情報選択」に課題があると考えられる。これは情報が教師から与えられた

ことによって，授業の中で活用しなければならないというバイアスが発生したことが原因として挙

げられる。 

６．おわりに 

 本研究の結果から，児童の事実的条件の把握に対する介入を行い，支援前後の仮説を比較するこ

とで洗練化を促し，事実的条件把握の支援は児童の仮説設定に効果があることが示された。洗練

化・推断の評価結果をみると，仮説を拡張する「(a)拡張」と根拠を加える「(c)精緻化」が多くみ

られ，「ご飯が甘くなった要因は『だ液』である」と現象の要因を断定する推断や「『ご飯（デンプ

ン）』が『別のもの（糖）』に変化する」と物質の変化の推断が行われる中で③，④，⑤，⑥の事実

的条件が効果を与えていたことが分かった。また，事実的条件の把握が仮説の洗練化を促進する要

因として「言語化」，「前提条件の確定」があることが示唆された。しかしながら，結果から「児童

の主体的な情報選択」に課題があった。これらは情報を教師が与えたことにより情報が正しいもの

であることや取り入れなければいけないものであるというバイアスが発生したことが要因であると

考えられる。 

 

附記 

本抄録は，2023 年教育実践学会第 31 回大会発表資料を大幅に加筆・修正をしたものである。 

引用文献 

帆足理一郎（訳）（1959）『民主主義と教育 ―教育哲学概論―』春秋社，192-202.  Deway, J.（1916）. Democracy and Education. The Middle 
Works Vol.9, Southern Illinois University Press. 

三田眞広（2023）「小学校理科授業における根拠のある仮説を設定させる指導の実践と実践 ～一人一台端末を活用した協働的な学習を取り

入れて～」『群馬大学令和 4 年度課題研究報告書要旨集』，1-4. 
文部科学省（2017）『小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説理科編』東洋館出版社，14, 17. 
杉浦美朗（1984）『デューイにおける探究の研究』風間書房，279-296. 
高垣マユミ（2004）「理科授業の協同学習における発話事例の解釈的分析」『教育心理学研究』，52，472-484. 
山内宗治・益田裕充・栗原淳一・上原永次・日暮利明・大井俊和（2021）「探究の過程の重点化に関する研究 ―導入で要因を抽出し課題を

設定することが『見通し』と『振り返り』に与える影響に着目してー」『群馬大学共同教育学部紀要，自然科学編』，第 69 巻，27-3. 

理科授業における仮説設定の指導法とその仮説観の検討

溝口 紘大

教科領域コース

１．はじめに

小学校学習指導要領解説理科編（文部科学省、 ）では、理科授業における問題解決及び科
学的探究の過程では見通しをもつために仮説設定が重要であることが示されている。一方で、児
童・生徒の仮説設定能力を高めるためには、教師による仮説設定の指導が重要であることは言うま
でもない。仮説設定の指導法をレビューした研究を見てみると、中村・雲財・松浦（ ）の研
究では、仮説設定の具体的な指導法に関する先行研究を収集、分析し、 （

）の仮説設定の指導法と「仮説観」を抽出している。一方で、仮説設定の指導法について
小林（ ）は、多様な「仮説観」が存在し、この「仮説観」によって指導法が異なると述べて
いる。そこで、 以外の仮説設定の指導法の整理、そして「仮説観」を抽出することも必要と
なる。
２．研究の目的及び方法

本研究の目的は、仮説設定の指導法を文献調査し、それぞれの文献で実践されている仮説設定の
指導法の背景にある具体的な「仮説観」について考察すること、さらに、仮説設定の指導に精通し
た教師が行う指導の背景に存在する「仮説観」について検討することである。研究方法としては、
オンラインデータベース上における学術論文の検索を行い、その中から小・中学校における仮説設
定に関する指導法や授業実践についての文献を収集する。収集を行った文献で行われている指導法
の背景にある「仮説観」を考察した。その後、先述の考察を踏まえて仮説設定の指導に長けた現職
の理科教員にインタビューを行い、実際に行っている指導法の特徴から、その背景にある「仮説
観」の抽出を行った。
３．結果及び考察

整理の結果、大きく つの仮説設定の指導法が確認できた。 つ目は、アブダクションである。
アブダクションはパースによって指摘された探究の一過程である。本研究では、アブダクションを
理科授業に導入した柚月（ ）の研究を踏まえ、「仮説観」を「驚くべき事象に対する直感的な
説明」として考察した。 つ目は、中村ら（ ）において論究されている である。 によ
る仮説設定は金子・小林（ ）などによって実践されている。 の背景に存在している「仮説
観」について、中村ら（ ）は、「ある事象を説明するための仮説」や「作業を伴う仮説」とし
て抽出している。山口・田中・小林（ ）は、 の仮説設定において最終的に発想される仮説
が作業仮説であるとしつつ、 の仮説設定には、アブダクションで得た「説明仮説」を演繹的に
考察することが必要であるとしている。この指摘から本研究では の背景にある「仮説観」を
「驚くべき事実についての説明から演繹的に発案される、検証の手立てと予想される結果の記述」
とした。 つ目は、仮説演繹的推論を用いた指導である。仮説演繹的推論を用いた指導について、
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例えば、 が提唱した「仮説演繹的推論」を参考に仮説設定の指導を行っている文献が
多い。こうした指導の背景には、 が示した「因果関係の問いに対してその結果が生じた原因
や仕組みを説明するもの」という定義が指導の背後に「仮説観」として存在している。

これらの指導法が存在することを踏まえ、現職の理科教員にインタビューを行ったところ、 、
アブダクション、仮説演繹的推論を利用した仮説設定の指導を行っている教師がそれぞれ複数名見
られたとともに、単元によって柔軟に指導法を変化させている教師が確認できた。単元によって用
いる仮説観を変化させる教師による仮説設定の指導は、仮説観を柔軟に変化させることから、より
多くの単元、授業にて仮説設定の過程を導入することができる。実際に単元によって柔軟に指導法
を変化させている教師はその他の教師が困難であると述べた「観察」の授業にも仮説設定を導入し、
指導を行っていた。
４．おわりに

本研究をまとめると、 、アブダクション、仮説演繹的推論という仮説設定の指導法が確認で
き、「驚くべき事象に対する直感的な説明」、「驚くべき事実についての説明から演繹的に発案され
る、検証の手立てと予想される結果の記述」、「因果関係の問いに対してその結果が生じた原因や仕
組みを説明するもの」という仮説観がそれぞれの指導法から抽出できた。これを踏まえたインタビ
ュー調査では、文献から抽出されたものと同様の仮説観が抽出できたとともに、複数の仮説観を使
い分ける教師の存在が示唆された。より多くの単元に仮説設定の指導を適切に取り入れるには、指
導者が様々な「仮説観」を持ち、事象に適した仮説設定の指導法を用いることが重要である。
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